
QoS

• QoS, on page 1
•システムクラスの設定, on page 3
• Quality of Serviceポリシーの設定, on page 7
•フロー制御ポリシーの設定, on page 11
•低速ドレインの設定, on page 14
•プライオリティフロー制御ウォッチドッグ間隔（17ページ）

QoS
Cisco UCSは、Quality Of Serviceを実装するために、次の方法を提供しています。

•システム全体にわたって、特定のタイプのトラフィックに対するグローバル設定を指定す
るためのシステムクラス

•個々の vNICにシステムクラスを割り当てる QoSポリシー

•アップリンクイーサネットポートによるポーズフレームの扱い方法を決定するフロー制
御ポリシー

QoSシステムクラスに加えられたグローバル QoSの変更によって、すべてのトラフィックに
データプレーンでの中断が短時間発生する可能性があります。このような変更の例を次に示し

ます。

•有効になっているクラスのMTUサイズの変更

•有効になっているクラスのパケットドロップの変更

•有効になっているクラスの CoS値の変更

Quality of Serviceに関するガイドラインと制限事項 Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnect

• Cisco UCS 6300シリーズ Fabric Interconnectすべてのシステムクラスに共有バッファを使
用します。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。
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•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断され
ます。次の表は、QoSシステムクラスの変更およびシステムの再起動が引き起こされる
条件を示しています。

FIの再起動ステータスConditionQoSシステムクラスのステー
タス

Yesドロップとドロップなしを切

り替えた場合

イネーブル

Yesイネーブルとディセーブルを

切り替えた場合

ドロップなし

YesMTUサイズを変更した場合イネーブルかつドロップなし

• QoSシステムクラスでの変更により、最初に下位 FIの再起動が行われ、その後プライマ
リ FIの再起動が行われます。

システムポリシーが変更されると、Cisco UCS Managerはファブ
リックインターコネクトの再起動を求めるプロンプトを表示しま

す。

Note

• show queuing interfaceコマンドはサポートされていません。

Quality of Serviceに関するガイドラインと制限事項 Cisco UCS Mini

• Cisco UCS Miniすべてのシステムクラスに共有バッファを使用します。

• Bronzeクラスは SPANとバッファを共有します。SPANまたは Bronzeクラスを使用する
ことを推奨します。

•マルチキャスト最適化はサポートされません。

•あるクラスの QoSパラメータを変更すると、すべてのクラスのトラフィックが中断され
ます。

•イーサネットトラフィックと FCまたは FCoEトラフィックが混在している場合は、帯域
が均等に配分されません。

•同じクラスからの複数のトラフィックストリームが均等に分配されないことがあります。

• FCまたは FCoEのパフォーマンス問題を回避するために、すべての破棄なしポリシーに
同じ CoS値を使用してください。

• Platinumクラスと Goldクラスのみが破棄なしポリシーをサポートしています。

• show queuing interfaceコマンドはサポートされていません。
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システムクラスの設定

システムクラス

Cisco UCSは、Cisco UCSドメイン内のトラフィックすべての処理にデータセンターイーサ
ネット（DCE）を使用します。イーサネットに対するこの業界標準の機能拡張では、イーサ
ネットの帯域幅が8つの仮想レーンに分割されています。内部システムと管理トラフィック用
に 2つの仮想レーンが予約されています。それ以外の 6つの仮想レーンの Quality of Service
（QoS）を設定できます。Cisco UCSドメイン全体にわたり、これら 6つの仮想レーンでDCE
帯域幅がどのように割り当てられるかは、システムクラスによって決定されます。

各システムクラスは特定のタイプのトラフィック用に帯域幅の特定のセグメントを予約しま

す。これにより、過度に使用されるシステムでも、ある程度のトラフィック管理が提供されま

す。たとえば、[ファイバチャネル優先度（Fibre Channel Priority）]システムクラスを設定し
て、FCoEトラフィックに割り当てる DCE帯域幅の割合を決定することができます。

次の表は、設定可能なシステムクラスをまとめたものです。

Table 1:システムクラス

説明システムクラス

サービスプロファイルのQoSポリシーに含めることができる設定可
能なシステムクラスのセット。各システムクラスはトラフィック

レーンを 1つ管理します。

これらのシステムクラスのプロパティはすべて、カスタム設定や

ポリシーを割り当てるために使用できます。

Cisco UCS Miniの場合、パケットのドロップはプラチナクラスと
ゴールドクラスでのみディセーブルにできます。1つの Platinumク
ラスと 1つのGoldクラスのみを no-dropクラスとして同時に設定で
きます。

プラチナ

ゴールド

シルバー

ブロンズ

ベーシックイーサネットトラフィックのために予約されたレーン

に対する QoSを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、必

要に応じて、データパケットのドロップを許可するドロップポリ

シーがあります。このシステムクラスをディセーブルにはできませ

ん。

ベストエフォート
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説明システムクラス

Fibre Channel over Ethernetトラフィックのために予約されたレーン
に対する Quality Of Serviceを設定するシステムクラス。

このシステムクラスのプロパティの中にはあらかじめ設定されてい

て、変更できないものもあります。たとえば、このクラスには、

データパケットが絶対にドロップされないことを保証するドロップ

なしポリシーがあります。このシステムクラスをディセーブルには

できません。

FCoEトラフィックには、他のタイプのトラフィックで
使用できない、予約された QoSシステムクラスがあり
ます。他のタイプのトラフィックにFCoEで使用される
CoS値がある場合、その値は 0にリマークされます。

Note

ファイバチャネル

システムクラスの設定

Procedure

PurposeCommand or Action

イーサネットサーバモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-serverステップ 1

イーサネットサーバ QoSモードを開始
します。

UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2

指定されたシステムクラスに対し、イー

サネットサーバ QoSイーサネット機密
モードを開始します。

UCS A/eth-server/qos # scope eth-classified
{bronze |gold |platinum |silver\\

ステップ 3

指定されたシステムクラスをイネーブ

ルにします。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #
enable

ステップ 4

指定されたシステムクラスにサービス

クラスを指定します。有効なサービス

クラスの値は 0～ 6です。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set
cos cos値

ステップ 5

すべての非ドロップポリ

シーに対して、UCSとN5K
で同じ CoS値を使用しま
す。エンドツーエンド PFC
が正常に動作することを保

証するには、すべての中間

スイッチで同じ QoSポリ
シーを設定します。

Important
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PurposeCommand or Action

任意のQoSクラスでCoS値
が ０ に設定されていると
き、これはアダプタがベス

トエフォートとQoSクラス
に同じキューを使用させま

す。トラフィックの輻輳の

発生時に、ベストエフォー

トおよび QoSクラスは、
QoSクラスで設定されてい
る重みを使用する代わりに

均等に帯域幅が共有されま

す。

Note

チャネルでパケットをドロップできるか

どうか指定します。Cisco UCS Miniの場
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set
drop {drop | no-drop}

ステップ 6

合、プラチナクラスとゴールドクラス

でのみパケットドロップをドロップで

きます。

ドロップに変更を保存する

と、次の警告メッセージが

表示されます。「Warning:
The operation will cause
momentary disruption to traffic
forwarding」

Note

最大伝送単位（使用されるパケットサ

イズ）。MTUの最大値は 9216です。
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set
mtu {mtu値 | fc | normal}

ステップ 7

vNICに対応する QoSポリ
シーがある場合、ここで指

定したMTUは、関連付けら
れたQoSシステムクラスで
指定されたMTUと同等以下
でなければなりません。こ

のMTU値が QoSシステム
クラスのMTU値を超えてい
る場合、データ転送中にパ

ケットがドロップされる可

能性があります。

Note

MTUに変更を保存すると、次の警告
メッセージが表示されます。「Warning:
The operation will cause momentary
disruption to traffic forwarding」
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PurposeCommand or Action

指定されたシステムクラスに対して相

対的な重み値を指定します。有効な重み

値は 0～ 10です。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # set
weight {重み値 | best-effort | none}

ステップ 8

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #
commit-buffer

ステップ 9

Example

次の例は、プラチナシステムクラスをイネーブルにして、チャネルによるパケットの

ドロップを許可し、サービスクラスを 6に設定して、MTUを normalに設定し、相対
重みを 5に設定して、トランザクションをコミットする方法を示しています。
UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
UCS-A /eth-server/qos # scope eth-classified platinum
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # enable
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set drop drop
Warning: The operation will cause momentary disruption to traffic forwarding
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set cos 6
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set mtu normal
Warning: The operation will cause momentary disruption to traffic forwarding
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # set weight 5
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #

システムクラスのディセーブル化

QoSポリシーで使用されるシステムクラスを無効にすると、Cisco UCS Managerは QoSポリ
シーで設定されているサーバ上のトラフィック用に、CoS 0に設定されているシステムクラス
を使用します。CoS 0に設定されているシステムクラスがない場合、ベストエフォートシス
テムクラスが使用されます。ベストエフォートシステムクラスやファイバチャネルシステ

ムクラスは無効にできません。

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-serverステップ 1

イーサネットサーバ QoSモードを開始
します。

UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2

指定されたシステムクラスに対し、イー

サネットサーバ QoSイーサネット機密
モードを開始します。

UCS A/eth-server/qos # scope eth-classified
{bronze |gold |platinum |silver\\

ステップ 3

QoS
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目的コマンドまたはアクション

指定したシステムクラスをディセーブ

ルにします。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #
disable

ステップ 4

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #
commit-buffer

ステップ 5

例

次に、platinumシステムクラスをディセーブルにし、トランザクションをコミットす
る例を示します。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
UCS-A /eth-server/qos # scope eth-classified platinum
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified # disable
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/qos/eth-classified #

Quality of Serviceポリシーの設定

Quality Of Serviceポリシー
Quality Of Service（QoS）ポリシーは、vNICまたは vHBAに向けた発信トラフィックにシステ
ムクラスを割り当てます。このシステムクラスにより、そのトラフィックの QoSが決定され
ます。一部のアダプタでは、発信トラフィックでバーストやレートなど追加の制御を指定する

こともできます。

vNICや vHBAを設定するには、vNICポリシーや vHBAポリシーに QoSポリシーを適用して
から、そのポリシーをサービスプロファイルに適用する必要があります。

QoSポリシーの設定

Procedure

PurposeCommand or Action

指定した組織で組織モードを開始しま

す。デフォルト組織モードを開始するに

は、 org-name に / と入力します。

Switch-A# scope org組織名ステップ 1

指定した QoSポリシーを作成し、組織
QoSポリシーモードを開始します。

Switch-A /org # create qos-policyポリシー
名

ステップ 2

QoS
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PurposeCommand or Action

QoSポリシーが使用する出力ポリシー
（vNICおよび vHBAの両方）を作成

Switch-A /org/qos-policy # create
egress-policy

ステップ 3

し、組織 QoSポリシーの出力ポリシー
モードを開始します。

（任意）ホストとCisco UCS Managerの
どちらがvNICに対するサービスクラス

Switch-A /org/qos-policy/egress-policy #
set host-cos-control {full | none}

ステップ 4

（CoS）を制御するかを指定します。こ
の設定は、vHBAには影響しません。

ホストに CoSを制御させるには、 full
キーワードを使用します。パケットに有

効な CoS値がある場合、ホストはその
値を使用します。それ以外の場合、指定

されたクラスプライオリティに関連付

けられた CoS値を使用します。指定さ
れたプライオリティに関連付けられた

CoS値を Cisco UCS Managerに使用させ
るには、 none キーワードを使用しま
す。

出力ポリシーで使用されるシステムク

ラスを指定します。sys-class-name引数

Switch-A /org/qos-policy/egress-policy #
set prioシステムクラス名

ステップ 5

には、次のいずれかのクラスキーワー

ドを指定できます。

• [C]：vHBAトラフィックのみを制
御する QoSポリシーにこのプライ
オリティを使用します。

• [プラチナ（Platinum）]：vNICト
ラフィックだけを制御する QoSポ
リシーにこの優先順位を使用しま

す。

• [ゴールド（Gold）]：vNICトラ
フィックだけを制御する QoSポリ
シーにこの優先順位を使用します。

• [シルバー（Silver）]：vNICトラ
フィックだけを制御する QoSポリ
シーにこの優先順位を使用します。

• [ブロンズ（Bronze）]：vNICトラ
フィックだけを制御する QoSポリ
シーにこの優先順位を使用します。

QoS
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PurposeCommand or Action

• [ベストエフォート（Best
Effort）]：この優先順位は使用しな
いでください。ベーシックイーサ

ネットトラフィックレーンのため

に予約されています。この優先順位

を QoSポリシーに割り当てて、別
のシステムクラスを CoS 0に設定
した場合、Cisco UCS Managerはこ
のシステムクラスのデフォルトを

使用しません。そのトラフィックに

対しては、優先度がデフォルト

（CoS 0）になります。

想定されるトラフィックの平均レートを

指定します。このレートを下回るトラ

Switch-A /org/qos-policy/egress-policy #
set rate {line-rate | kbps} burstバイト

ステップ 6

フィックは、常に準拠です。デフォルト

は line-rateで、値 10,000,000に等しい
ラインレートです。最小値は8で、最大
値は 40,000,000です。

CiscoCisco UCS M81KR仮想インター
フェイスカード、Cisco UCS VIC 1300
シリーズ、UCS VIC 1400シリーズ、お
よび UCS VIC 15000シリーズアダプタ
は、vNICと vHBAの両方でレート制限
をサポートします。Cisco UCS VIC 1200
シリーズアダプタでは、レート制限は

vNICでのみサポートされます。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

Switch-A /org/qos-policy/egress-policy #
commit-buffer

ステップ 7

Example

次の例は、vNICトラフィックの QoSポリシーを作成し、プラチナシステムクラスを
割り当てて出力ポリシーのレート制限（トラフィックレートとバーストサイズ）を設

定し、トランザクションをコミットします。

Switch-A# scope org /
Switch-A /org # create qos-policy VnicPolicy34
Switch-A /org/qos-policy* # create egress-policy
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set prio platinum
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set rate 5000000 burst 65000
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # commit-buffer
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy #
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次の例は、vHBAトラフィックの QoSポリシーを作成し、fc（ファイバチャネル）シ
ステムクラスを割り当てて出力ポリシーのレート制限（トラフィックレートとバース

トサイズ）を設定し、トランザクションをコミットします。

Switch-A# scope org /
Switch-A /org # create qos-policy VhbaPolicy12
Switch-A /org/qos-policy* # create egress-policy
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set prio fc
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # set rate 5000000 burst 65000
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy* # commit-buffer
Switch-A /org/qos-policy/egress-policy #

What to do next

QoSポリシーを vNICまたは vHBAテンプレートに含めます。

QoSポリシーの削除
使用中の QoSポリシーを削除した場合、または QoSポリシーで使用されているシステムクラ
スを無効にした場合、この QoSポリシーを使用している vNICと vHBAはすべて、ベストエ
フォートシステムクラスまたは CoSが 0のシステムクラスに割り当てられます。マルチテナ
ンシ―を実装しているシステムでは、Cisco UCS Managerはまず、その組織階層から一致する
QoSポリシーを見つけようとします。

Procedure

PurposeCommand or Action

指定した組織の組織モードを開始しま

す。ルート組織モードを開始するには、

org-nameに /と入力します。

UCS-A# scope org org-nameステップ 1

指定されたQoSポリシーを削除します。UCS-A /org # delete qos-policy
policy-name

ステップ 2

トランザクションをシステムの設定に対

して確定します。

UCS-A /org # commit-bufferステップ 3

Example

次の例は、QosPolicy34という名前の QoSポリシーを削除し、トランザクションをコ
ミットします。

UCS-A# scope org /
UCS-A /org # delete qos-policy QosPolicy34
UCS-A /org* # commit-buffer
UCS-A /org #

QoS
10

QoS

QoSポリシーの削除



フロー制御ポリシーの設定

フロー制御ポリシー

フロー制御ポリシーは、ポートの受信バッファがいっぱいになったときに、Cisco UCSドメイ
ンのアップリンクイーサネットポートが IEEE 802.3xポーズフレームを送信および受信する
かどうかを決定します。これらのポーズフレームは、バッファがクリアされるまでの数ミリ秒

間、送信側ポートからのデータの送信を停止するように要求します。

LANポートとアップリンクイーサネットポートの間でフロー制御が行われるようにするに
は、両方のポートで、対応する受信および送信フロー制御パラメータをイネーブルにする必要

があります。CiscoUCSでは、これらのパラメータはフロー制御ポリシーにより設定されます。

送信機能をイネーブルにした場合、受信パケットレートが高くなりすぎたときに、アップリン

クイーサネットポートはネットワークポートにポーズ要求を送信します。ポーズは数ミリ秒

有効になった後、通常のレベルにリセットされます。受信機能をイネーブルにした場合、アッ

プリンクイーサネットポートは、ネットワークポートからのポーズ要求すべてに従います。

ネットワークポートがポーズ要求をキャンセルするまで、すべてのトラフィックはこのアップ

リンクポートで停止します。

ポートにフロー制御ポリシーを割り当てているため、このポリシーを変更すると同時に、ポー

ズフレームやいっぱいになっている受信バッファに対するポートの反応も変わります。

フロー制御ポリシーの設定

Before you begin

必要なフロー制御に対応する設定を使用して、ネットワークポートを設定します。たとえば、

ポリシーのフロー制御ポーズフレームに対する送信設定を有効にした場合は、必ず、ネット

ワークポートの受信パラメータを onまたは desiredに設定します。Cisco UCSポートでフロー
制御フレームを受信する場合には、ネットワークポートの送信パラメータが onまたは desire
に設定されていることを確認してください。フロー制御を使用する必要がない場合は、ネット

ワークポートの受信パラメータと送信パラメータを offに設定できます。

Procedure

PurposeCommand or Action

イーサネットアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

イーサネットアップリンクフロー制御

モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope flow-controlステップ 2

指定されたフロー制御ポリシーを作成し

ます。

UCS-A /eth-uplink/flow-control # create
policy ポリシー名

ステップ 3

QoS
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PurposeCommand or Action

次のフロー制御プライオリティオプショ

ンのいずれかを指定します。

UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy # set
prio プライオリティオプション

ステップ 4

• auto：PPPがこのファブリックイ
ンターコネクトで使用されるかどう

か、Cisco UCSシステムとネット
ワークがネゴシエートします。

• on：このファブリックインターコ
ネクト上でPPPが有効にされます。

次のフロー制御受信オプションのいずれ

かを指定します。

UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy # set
receive 受信オプション

ステップ 5

• off：ネットワークからのポーズ要
求は無視され、トラフィックフロー

は通常どおり継続します。

• on：ポーズ要求に従い、そのアッ
プリンクポート上のすべてのトラ

フィックは、ネットワークでポーズ

要求が取り消されるまで停止されま

す。

次のフロー制御送信オプションのいずれ

かを指定します。

UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy # set
send 送信オプション

ステップ 6

• off：パケット負荷に関係なくポー
ト上のトラフィックが通常どおり流

れます。

• on：着信パケットレートが非常に
高くなる場合に、Cisco UCSシステ
ムがポーズ要求をネットワークに送

信します。ポーズは数ミリ秒有効に

なった後、通常のレベルにリセット

されます。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy #
commit-buffer

ステップ 7

Example

次の例は、フロー制御ポリシーを設定し、トランザクションをコミットします。

QoS
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UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope flow-control
UCS-A /eth-uplink/flow-control # create policy FlowControlPolicy23
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # set prio auto
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # set receive on
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # set send on
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/flow-control/policy #

What to do next

フロー制御ポリシーをアップリンクイーサネットポート、またはポートチャネルに関連付け

ます。

フロー制御ポリシーの削除

Procedure

PurposeCommand or Action

イーサネットアップリンクモードを開

始します。

UCS-A# scope eth-uplinkステップ 1

イーサネットアップリンクフロー制御

モードを開始します。

UCS-A /eth-uplink # scope flow-controlステップ 2

指定されたフロー制御ポリシーを削除し

ます。

UCS-A /eth-uplink/flow-control # delete
policy ポリシー名

ステップ 3

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-uplink/flow-control #
commit-buffer

ステップ 4

Example

次の例は、FlowControlPolicy23という名前のフロー制御ポリシーを削除し、トランザ
クションをコミットします。

UCS-A# scope eth-uplink
UCS-A /eth-uplink # scope flow-control
UCS-A /eth-uplink/flow-control # delete policy FlowControlPolicy23
UCS-A /eth-uplink/flow-control* # commit-buffer
UCS-A /eth-uplink/flow-control #

QoS
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低速ドレインの設定

QoS低速ドレインデバイスの検出と緩和
ファブリックのエンドデバイス間のすべてのデータトラフィックは、ファイバチャネルのサー

ビスで行われ、リンクレベル、ホップごとベース、バッファ間のフロー制御が使用されます。

これらのサービスクラスは、エンドツーエンドフロー制御をサポートしません。ファブリッ

クに低速デバイスが接続されている場合、エンドデバイスは設定またはネゴシエーションされ

たレートのフレームを受け入れません。低速デバイスにより、これらのデバイスを宛先とする

トラフィックで（Inter-Switch Link）ISLクレジット不足が発生し、リンクが輻輳します。クレ
ジット不足は、宛先デバイスで低速ドレインが発生していなくても、ファブリック内の同じ

ISLリンクを使用する無関係なフローに影響します。

同様に、エンドホストモードで、ファブリックインターコネクトに直接接続されているサー

バが低速でトラフィックを受信する場合、他のサーバで共有されるアップリンクポートで輻輳

が発生する場合があります。低速のサーバがFEX/IOMのHIFポートに接続されている場合は、
ファブリックポートおよび/またはアップリンクポートを輻輳させる可能性があります。

Cisco UCS Managerリリース 4.0(2)には、Cisco UCS 6454ファブリックインターコネクトで
QoS低速ドレインの検出と緩和機能が導入されています。この機能は、ネットワークで輻輳を
引き起こしている低速ドレインデバイスを検出することを可能にするさまざまな機能拡張を行

い、さらに輻輳回避も提供します。機能拡張は、主に低速ドレインデバイスに接続されるエッ

ジポートとコアポートにあります。これは、ISLの閉塞を引き起こしている低速ドレインデバ
イスが原因でフレームがエッジポートに残ることを最小限に抑えるために行われます。この閉

塞状態を回避するか、最小限に抑えるためには、ポートのフレームタイムアウトを短くするよ

うに設定できます。フレームタイムアウト値を小さくすることにより、エッジポートで実際

にタイムアウトになる時間より早くパケットがドロップされるため、ファブリックに影響する

低速ドレイン状態が軽減されます。この機能は、ISLのバッファ領域を解放し、低速ドレイン
状態が発生していない他の無関係なフローが使用できるようにします。Cisco UCS Managerリ
リース4.1は、この機能のサポートを Cisco UCS 64108ファブリックインターコネクトに拡張
します。

ネットワークの輻輳を軽減するもう1つの方法は、ウォッチドッグタイマー機能を使用するこ
とです。これは、Cisco UCS Manager 4.2以降のCisco UCS 6400シリーズファブリックインター
コネクトでサポートされます。ただし、スロードレイン機能とウォッチドッグタイマー機能

は相互に排他的です。

（注）

このリリースでは、低速ドレインの検出と緩和は、次のポートでサポートされます。

• FCoE

•バックプレーン
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低速ドレイン検出の設定

Procedure

PurposeCommand or Action

イーサネットサーバモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-serverステップ 1

イーサネットサーバ QoSモードを開始
します。

UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2

イーサネットサーバ QoS低速ドレイン
モードを開始します。

UCS A/eth-server/qos # scope slow-drainステップ 3

FCoE管理状態を次のいずれかに設定し
ます。

UCS A/eth-server/qos/slow-drain #set
fcoe-admin-state {disable |enable}

ステップ 4

• disable—低速ドレインの検出が無効
になっています

• enable—低速ドレインの検出が有効
になっています。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* #
commit-buffer

ステップ 5

Example

次の例では、FCoEポートでの低速ドレインの検出を有効にし、トランザクションをコ
ミットします。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
UCS-A /eth-server/qos # scope slow-drain
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain # set fcoe-admin-state enable
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain #

低速ドレインタイマーの設定

低速ドレインタイムアウトタイマーを設定する際に、使用可能な値のリストからタイムアウ

ト値を選択できます。カスタムのタイムアウト値を設定することはできません。

QoS
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Procedure

PurposeCommand or Action

イーサネットサーバモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-serverステップ 1

イーサネットサーバ QoSモードを開始
します。

UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2

イーサネットサーバ QoS低速ドレイン
モードを開始します。

UCS A/eth-server/qos # scope slow-drainステップ 3

リストされている値のいずれかにコア

FCoEポートのタイムアウトを設定しま
す。

UCS A/eth-server/qos/slow-drain #set
core-port-timer {100 |200 |300 |400 |500
|600 |700 |800 |900 |1000}

ステップ 4

デフォルトのタイムアウト値は 500 ms
です。

リストされている値のいずれかにエッジ

FCoEポートのタイムアウトを設定しま
す。

UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* #set
edge-port-timer {100 |200 |300 |400 |500
|600 |700 |800 |900 |1000}

ステップ 5

デフォルトのタイムアウト値は 500 ms
です。

リストされている値のいずれかにバック

プレーンポートのタイムアウトを設定

します。

UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* #set
backplane-port-timer { 200 |300 |400 |500
|600 |700 |800 |900 |1000}

ステップ 6

デフォルトのタイムアウト値は 1000 ms
です。

トランザクションをシステムの設定にコ

ミットします。

UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* #
commit-buffer

ステップ 7

Example

次の例では、低速ドレインタイマーを設定し、トランザクションをコミットします。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
UCS-A /eth-server/qos # scope slow-drain
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain # set core-port-timer 500
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* # set edge-port-timer 500
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* # set backplane-port-timer 1000
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain* # commit-buffer
UCS-A /eth-server/qos/slow-drain #
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低速ドレインの設定の表示

Procedure

PurposeCommand or Action

イーサネットサーバモードを開始しま

す。

UCS-A# scope eth-serverステップ 1

イーサネットサーバ QoSモードを開始
します。

UCS-A /eth-server # scope qosステップ 2

QoS低速ドレイン設定を表示します。UCS A/eth-server/qos # show slow-drainステップ 3

Example

次の例では、低速ドレイン設定が表示されます。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope qos
UCS-A /eth-server/qos # show slow-drain

QoS Slow Drain:
Admin State for QoS Slow Drain for Physical FCoE Ports: Enabled
QoS Slow Drain: Timer value for Core Physical FCoE Ports: 100
QoS Slow Drain: Timer value for Edge Physical FCoE Ports: 100
QoS Slow Drain: Timer value for Backplane Ports: 1000

UCS-A /eth-server/qos #

プライオリティフロー制御ウォッチドッグ間隔
PFCストームは、故障した NICまたはスイッチからネットワーク内で発生することがありま
す。この場合、プライオリティフロー制御（PFC）フレームがすべての送信者に伝播され、
ネットワーク内のトラフィックが完全に停止します。PFCストームを軽減するには、PFCウォッ
チドッグを使用できます。PFCウォッチドッグ間隔は、no-dropキュー内のパケットが指定さ
れた時間内にドレインされているかどうかを検出するように設定できます。パケットが設定さ

れた期間よりも長くバッファに存在する場合、その期間が経過すると、ドレーンされていない

PFCキューと一致するすべての発信パケットがドロップされます。
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VIC 6332ファブリックインターコネクトの場合、ASICの制限により、プライオリティフロー
ウォッチドッグ機能はすべての 6332ファブリックインターコネクトポートで動作しません。
これらのポートの制限は次のとおりです。

• VIC 6332の場合、ポート 1/28～ 32 (40Gアップリンク専用ポート)では動作しません。

• VIC 6332-16UPの場合、次のポートでは動作しません: Ethernet1/1～ 16 (結合された
Ethernet/FCポート)または 1/35～ 40 (40Gアップリンク専用ポート)。

プライオリティフロー制御ウォッチドッグを備えた VIC 6332では、必要に応じてサポートさ
れているポートのみを使用します。

（注）

Cisco UCS Manager 4.2(1d)以降では、ウォッチドッグタイマーはデフォルトで有効になってい
ます。スロードレイン機能とウォッチドッグタイマー機能は相互に排他的です。

•プライオリティフロー制御ウォッチドッグ間隔の設定（18ページ）

•ウォッチドッグ設定の表示（19ページ）

プライオリティフロー制御ウォッチドッグ間隔の設定

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバーモードを開始し

ます。

UCS-A# scope eth-serverステップ 1

イーサネットサーバー PFCモードを開
始します。

UCS-A /eth-server # scope pfcステップ 2

すべてのインターフェイスのPFCウォッ
チドッグ間隔をグローバルにイネーブル

UCS-A /eth-server/pfc # set wd-admin-state
{on | off}

ステップ 3

またはディセーブルにします。デフォル

ト値は onです。

ウォッチドッグ間隔値を指定します。有

効範囲は 100～ 1000ミリ秒です。デ
フォルト値は 100です。

UCS-A /eth-server/pfc # set wd-interval 500ステップ 4

PFCキューをスタック状態として宣言す
るタイミングを指定します。有効な範囲

UCS-A /eth-server/pfc # set
wd-shutdown-multiplier 1

ステップ 5

は 1～ 10です。デフォルト値は 1で
す。
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目的コマンドまたはアクション

トランザクションをシステムの設定に対

して確定します。

UCS-A /eth-server/pfc* # commit-bufferステップ 6

ウォッチドッグ間隔、ポーリング間隔、およびシャットダウン乗数が構成されています。

例

次の例は、ウォッチドッグ間隔、ポーリング間隔、およびシャットダウン乗数を構成

し、トランザクションをコミットする方法を示しています。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # scope pfc
UCS-A /eth-server/pfc # set wd-admin-state on
UCS-A /eth-server/pfc # set wd-interval 500
UCS-A /eth-server/pfc # set wd-shutdown-multiplier 1
UCS-A /eth-server/pfc* # commit-buffer

ウォッチドッグ設定の表示

手順

目的コマンドまたはアクション

イーサネットサーバーモードを開始し

ます。

UCS-A# scope eth-serverステップ 1

PFCウォッチドッグ設定を表示します。UCS-A /eth-server # show pfc detailsステップ 2

例

次の例は、ウォッチドッグ設定を示します。

UCS-A# scope eth-server
UCS-A /eth-server # show pfc details

Global PFC watchdog configuration details:
PFC watchdog interval: On
PFC watchdog poll interval: 500
PFC watchdog shutdown multiplier: 1
Current Task:
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翻訳について
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